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１．はじめに 

 平成 30年 7月 5日～7日にかけて発生した平成 30

年 7月豪雨により、日本各地で斜面崩壊が頻発した。

特にすべり面が 3ｍ以内の表層崩壊は、各地で多く発

生した。本研究では、樹木を伐採せず施工可能なロッ

クボルト・ロープネット斜面安定工法の敷設が行われ

ている斜面とされていない斜面が混在する道路斜面を

対象として、土壌雨量指数の変化とスネーク曲線の変

化に基づき、本工法の表層崩壊への適用性について検

討した。 

 

2. ロックボルト・ロープネット斜面安定工法 

 図.1は、ロックボルト・ロープネット斜面安定工法

（以下 RR工法）の概要 1)を示している。本工法は、ロ

ックボルト、ロープネット、支圧板の 3 つの部材から

成り立ち、崩壊深さ約 3ｍまでの表層崩壊を対象とし

ている。施工の際は、樹木を伐採しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.1 RR工法 概要 

 

3. 研究対象道路斜面の概要 

 写真.1は、本研究対象の航空写真を示している。海

岸線沿いの道路の山側斜面の 2 か所で表層崩壊が平成

30年 7月豪雨によって崩壊した。また、青の斜線で示

した 2か所は RR工法が施工されており、崩壊していな

い。本斜面の地質は、まさ土であり、平均斜面勾配は

約 30゜程度である。研究対象斜面では、2か所の表層崩

壊が確認されている。写真.2は無対策斜面の表層崩壊

の様子を示している。崩壊深さは１ｍ程度である。 

 写真.3 は RR 工法を敷設した斜面であり、地質、斜

面勾配は写真.2の崩壊した斜面とほぼ同様であり、研

究対象斜面において、2か所同工法が敷設されており、

ほとんど斜面崩壊は発生していない。近い将来におい

ては、そのほとんどの斜面に RR工法を敷設する予定で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真.1 京都府 A道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真.2 京都府 A道路斜面崩壊 
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写真.3 RR工法施工箇所 

4. 土壌雨量指数 2) 

 本研究では、対象地域の斜面崩壊が発生する危険性

の指標として土壌雨量指数を用いている。降雨に伴っ

て発生する斜面崩壊には、現在降っている雨だけでな

く、これまでに降った雨による土壌中の水分量が深く

関係している。土壌雨量指数は、降った雨が土壌中に

水分量としてどれだけ溜まっているかを数値化したも

ので、降雨による土砂災害の危険度を把握するための

指標である。 

5. 本研究地点近傍の降雨記録とスネーク曲線 

 図.2は本研究対象斜面の近傍における、平成 30年 7

月 5 日～7 日にかけての時間雨量とこの間の積算雨量

を示している。この図より、この期間の最大時間雨量

は 32.5mm、積算雨量は 466mm である。また、7月 5日

に集中している降雨事象と 7 月 6 日～7 日かけて集中

している降雨事象がみられる。 

 図.3は、今回雨量計測された地点において、過去に

斜面崩壊が確認された平成 16 年 10 月 20 日の降雨に

より求めた土壌雨量指数の変化（スネーク曲線）、お

よび斜面崩壊が発生しなかった降雨より求めた土壌雨

量指数の変化を示している。これらのスネーク曲線か

ら土砂災害発生基準線（CL線）を図中のように算出し

た。この CL線は、この地域において、ある降雨事象の

スネーク曲線が CL 線を越えると斜面崩壊の危険線が

あると解釈できる。 

 図.4は、図.3に図.2の降雨事象（平成 30年 7月豪

雨）のスネーク曲線を加えたものである。この図より、

図.2の降雨事象は、CL線を大きく超えている。このこ

とから写真.2のような斜面崩壊が発生したと考えられ

る。しかし、ほぼ同様の斜面で、RR工法を施工してい

る斜面は写真.3のように崩壊していないことから、本

工法はこのような豪雨にも十分有効であることが、実 

際の事象から認められた。 

 

 

 

 

 

 

図.2 京都府Ａ道路近傍の時間降水量と積算降水量

（H30.7.5∼7.7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.3 京都府Ａ道路近傍のCL線設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.4 京都府Ａ道路近傍のCL線とスネーク曲線

（H30.7.5∼7.7） 

おわりに 

 本研究では、実際の降雨事象から求めたスネーク曲

線から考察を行い、RR工法の適用性について検討し

た。その結果、本 RR工法は、大きな豪雨においても

十分機能することが認められた。 
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